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要因分析

【必須】

水際対策の緩和によるインバウンドの本格再開や円安等の好影響のほか、令和３年度から実施している欧米豪向け

のプロモーションによる認知度向上が影響したものと推察。

改善の方向性

【必須】

ターゲットを明確にした認知度向上や商品造成促進策に加え、増加するインバウンド旅行者がストレス無く県内観

光を楽しんでいただけるようインバウンド受入環境整備の支援や高付加価値化等を進め、更なる誘客促進に繋げ

る。
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令和５年度　　事後評価シート
施策 19  インバウンド誘客による国外からの活力の取り込み
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①外国人延べ宿泊者数

　【基準値】216千人（令和元年）【目標値】360千人

②外国人旅行消費単価

　【基準値】41千円（令和元年）【目標値】47千円
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